仕様 


品 名 

地上デジタル放送用平面アンテナ 

品 番 

TA - DUF 200 

受信周波数 （ MHz ) 

470〜770 ( ch . 13〜 62) 

偏波 面 

水平または垂直 

インピーダンス （0) 

7已 （ F 型） 

利 得 ( dB ) 

7.已〜日.已(標準値） 

V S W R 

2.已下 

前 後 比 ( dB ) 

圆上 

半 値 幅（° ) 

80 LU 下 

耐 風速 ( m / s ) 

45 Oil ) 

適合マスト径 （ mm ) 

マスト：022〜4日 
角柱： 30 X 30~4 已 X 4 已 
ステンレスバンド(市販品)使刷寺：り已〇し i (上 

方位角調壁範囲（° ) 

+日0(水平偏波•壁面取付時） 

ブ 法 （ mm ) 

已2己 （ H ) x 303( VV)x ]18( D ) 

(取付金具含む） 

質 量 （ kg ) 

1.8 ( アンテナ部)、] .1 (取付金具） 


■がお寸法図 



(を 1) 耐風速は破壊風速でず。 
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(単位： mm ) 


仕様は改良により、変更させていただくことびありまずのであらか 
じめご了を < ださい。 


参使いかた•お買い物などのご相談は 


パナソニック総合お客様ヴポートサイト 

http://panasonic.co.Jp/cs/ 


パナソニック VI ERA (むラ) ご相談窓 □ 


3目己曰 

受付9時〜20時 


電話 


フリー 
ダィャル 


函. 

が ! fewa 


0120 - 878-981 

※携帯電話- PHS か6をご利巧になれます。 


■上記番号がご利用いただけない場合 06-6907-1187 
■ FAX フリーダイヤル^ 0120 -878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
Open :9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 
※上記の巧容は、予普なく変更する場をびありまず。ご了承ください。 


ご使用の回線 ( IP 電話やひかり電話など）によっては、回線のミ屋雑時に数分で切れる場合びありまず。 


【ご相談窓□におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】 

パナソニック株式会社およびグループ関係会社ホ、お客様の個人情報を巧目談対応や修理対応などに利用させてい 
たださ、ご相談内容は録音させていたださまず。また、折り返し電話をさせていただ < とさのために発信番号を通知 
いただいておりまず。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託ずる場合や正当な理由びある場合を除き、 
第=ちに開示•提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いたださました窓□にご連絡ください。 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークス社 

〒已 7] — 8 巳 04大阪府門真市松生町1番1 巳 号 
© Panasonic Corporation 2012 
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仕様 裏表紙 


このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まこと 
にありびとラございまず。 

本アンテナは地上デジタル放送の水平•垂直偏波に対応して 
いまず。 

■ ご使用前に r を全上のごま意 J ( 2〜3ぺージ) を赵ず 
お読みください。 

■お読みになったあとは、大切に保管し、必要なとさにお読み 
<ださい。 

■地上デジタル放送をご覧になるためには本アンテナと専用 
の受信機器び必要でず。 


この取扱説明書は、必ずお客様にお渡し<ださい 


Panasonic 

取扱説明書 

UHF 才ールチヤンネル ( ch . 13〜巨 2) 対応 

地上デジタル放送用平面アンテナ 

〔水平•垂直偏波共用、出力7已 n ( F 型)仕様] 

品番 TA - DUF 200 

ち< じ 


お客様へのお願い！ 

• アンテナの取0付けや設置工事は、調整精 
度や強度上の安全性確保などのため、販売 
店にご相談ください。 



はじめに 設置©しかた 
























































































まを上のごま意 r 必ずお守り < ださい) 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

■誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」です。 

A 注意 

「軽傷を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 

■お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。 

(なは図記号の例でず。） 

0 

してはいけない内容です。 

A 

気をつけていただ<内容です。 


A 警告 


■強風や雪の影響を受けやすい所には設置 
しないで<ださい 

Q 強風や雪でアンテナび倒れたり、落下 
した0してけびの原因とな0まず。 

• 設置工事は、販売店へごホ目談< ださ 


■強度の不足する場所には設置しないで 
<ださい 

Q アンテナび倒れた0、落下した0して 
けびの原因とな0まず。 

• 設置工事は、販売店へごホ目談< ださ 


f \ 

■送電線•配電線の近くに設置しないで 

<ださい 

0 

禁止 

アンテナび倒れたりして送電線•配電 
線に触れ、ショートや発熱により火災 
や感電の原因とな0まず。 

• 設置工事は、販売店へごホ目談< ださ 

、 

い。 

J 


■人の通巧をさまたげる場所に設置しない 
で < ださい 

0 

禁止 

ァンテナに衝突したり、倒れたりしてけびの原因 
となりまず。 

• 設置工事は、販売店へご相談ください。 



• 2ページじ(降のイラストはイメージイラストであり、実際の商品とは形状や設置形態び異なる場合びありまず。 
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A 警告 


■天候の悪い曰や足場の不ま定なところで 
アンテナの設置工事や調整をしないで 
<ださい 


0 


禁止 


倒れた0してけびの原因とな0まず。 

• 設置工事は、販売店へご相談くださ 
し、。 


■アンテナに無理な力を加えたり、ぶ5さ 
びったりしないでください 


0 


禁止 



アンテナび倒れた0、落下した0してけびの原因 
となりまず。 



はじめに 
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取り付ける前に 


■付属品 設置、接続の前にまず付属品を確かめてください。〈〉は個数でず。 



王具の用意を （下記の I 具を用意してくださし、。） 

♦モンキーレンチ ♦ペンチ ♦はさみまたはカツター ♦ニツバ 


■設置場所をよく選ぶ 

•電波の到来方向び見通せる場所に設置してください。（ビル、樹木、山などの障害物びないこと。） 

♦妨害電波を発生させる可能性のあるネオンサインやアマチュア無線アンテナなどの近<には設置しないで< 
ださい。 

•アンテナの取り付けは、マストび垂直な状態で取り付けでさる場所を還んでください。 

•アンテナを、煙突の近くなど高温になる場所には設置しないで < ださい。 

•マンションやアパートなどによっては、設置場所に規制のあるところびありまず。 

必ずご確認のラえ設置してください。 

■アンテナは堅牢な取り付けを 

•設置場所に合った部巧をお使いになり、しっかりした設置工事をしてください。 


■取り扱いについて 

•アンテナを落としたり、ぶつけたり、無理な力を加えることのないようを意してください。 

• アンテナの表面の巧れは、水またはめるま湯を含ませた柔らかい巧で、軽くおさとってください。 
シンナー、ベンジンをはじめ薬品や洗剤は、表面の仕上げを傷めまずので、使用しないでください。 


4 


■受信偏波とアンテナの向き 


受信ずる電波の到来方向(地上デジタル放送の送信所の位置）と電波び水平偏波か垂直偏波か偏波面を確認しまず。 
お買い巧めの販売店にお問い合わせください。下記の web サイトでち確認ずることびでさまず。 

電波の偏波面に合わせてアンテナの取付向さを変えまず。（出荷時、取付金具は水平偏波受信用となっていまず） 


アンテナの向さ 

アンテナ本体の出力端テび下側になるよラに取り付けてください。 

〈水平偏波受信〉〈き直偏波受信〉 



電波到来方向 
(受信方向） 


受信レベルび最大になるよラに左ちに 
アンテナの方向を調整しまず。 



アンテナの向きを変えるとき 

①アンテナ本体の背面に付いているアンテナ取付金具を付属のスパナを用いて一度取りはずしまず。 

，スパナ(付属） 


取付金具固定 
ボルト （4 本） 




アンテナ取付金具 
アンテナび傷つかないよラに巧などの上で作業してください。 


(をアンテナ本体の向さを90度回転させてか5、はずした取付金具を付け直しまず。 

このとき、取付金具のボルト頭び上側に、出力端子が下側になるように取り付けてください。 

ボルト頭 

(方向調整後に固定しまず。） 


出力端子 



•取付金具固定ボルト 

(締付トルク4〜已 N - m で固定） 


受信電波については web サイトで確認ずることびできまず。 

•社団法人デジタル放送推進協会 [ Dpa ] ht 巧://\/\/\/\/\/\/.〇1ロョ.〇り口/「地デジの放送エリァのめゃず」 
をご覧ください。 

•総務省各地域の総合通信局のホームページをご覧<ださい。 


はじめに 


已 
























































































各部のなまえと設置例 


■各部の名称 

アンテナ正面 アンテナ背面 



■設置例 


ベランダ格子への取り付け 壁面への取り付け 



壁面へ取り付ける場合は、強度上の安全性確保などのた 
め必ず専門の技術ちまたは販売店にご相談 < ださい。 


適合格モサイズ 
円柱： 022—4 日 mm 
ち柱: □30—4 已 mm 



取り付けには、壁面 
の材質に合った呼び 
径4 mm の壁面用取 
付ねじび必要でず。 


マストや角柱への取り付け 


ステンレスバンドでの取り付け 





適合サイズ 

マスト： 022—49 mm 
ち柱: □30—4 已 mm 


イラストはマストで代用していまずび、角柱の場合ち 
同様に取0付けて < ださい。 


0已〇 mnUU 上のマストや自営柱などに取り付ける場合 



適合ステンレスバンド幅:20 mm じ(下 
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アンテナの取り付けかた 


アンテナの設置作業を始めるまえに、受信ずる電波の到来方向を確認して、受信でさる設置場所をお選びください。 

0付属の壁面•マスト取付金具をアンテナの取付位置に固定ずる 


ベランダ格子に 

マストや角巧に 

ステンレスバンドで 

取り付ける場合 

取り付ける場合 

取り付ける場合 



ベランダ格子 

壁面•マスト取付金具 
マスト押さえ金具 


六角組ボルト ( M 6)2 本 

左ち均等に締め付け固定してくださし、。 

(締付トルク：已 N - m ) 

適合マスト/角ほ 

マスト:直径 22—4 日 mm 
角柱: 30 x 30 mm ~4 已 X 4 已 mm 



ステンレス 
バンド用巧 


マスト 
(自営柱) 



ステンレス 
バンド （2 本） 
•必ず2本使用 
してぐださし、。 

ステンレス 
パンド用巧 


適合ステンレスバンド幅： 
20 mm 政下 


壁面に取り付ける場合 

①市販の木ねじなど2本をねじ頭び3 mm 程度出た状態に取り付けまず。 

(ミ主)十分な強度のある壁面に、木ねじを水平に取り付けて < ださい。 

( D 木ねじに付属の壁面•マスト取付金具 (® の巧)を引つ掛け、市販の水準器やおもりを付けたひもなどを目安 
に、壁面•マスト取付金具が水平になるようにち度を調壁し、木ねじを締め付けまず。 

(ミ主)アンテナ本体取付後はアンテナの傾舌補正びで去ないため、このと舌に慎重に角度を調整して < ださい。 

③壁面•マスト取付金具を木ねじなどで上下左ち均等に6か所む上、壁面にしっかりと固定しまず。 


壁面•マスト取付金具の木ねじ巧ピッチ図- 

10 @ 陣位： mm ) 


* 印は六ち 
組ボルト MS 
用巧です。 



壁面.マスト\溶接ナツトなし 


取付金具 


(呼び径； 4 mm ) 

が側溶接ナット付 


车ホ 

* * 印の巧は 
使用しません。 


※イラストでは板壁と木ねじで説明していまずび、 
取付金具の巧に合5、壁面の材質に適したねじ類 
をご使用ください。詳しくは工務店にお問し啥わ 
せください。 



^が側溶接 
ナット付 


上下の兰角おの折り返し部分に 
空いている巧の外側に突起(溶接 
ナツト)びある方び下側です。 



取付ねじ2本の位置は、おちりを付け 
たひちなどと取付金具の側面び平行 
になるようにします。 


設置のしかた 
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アンテナの取り付けかた (ごづを) 


0固定した壁面•マスト取付金具にアンテナ本体を取り付ける 


取付金具 



の固定した壁面•マスト取付金具の上下巧に、アンテナ側の取 
付金具の上下巧を合わせまず。両方の金具び平行になるよう 
にアンテナ側取付金具を差し込みまず。 


スパナ 




( D 下側の穴どうしびはまったところで、六ち組ボルト (m 0) 
を上側の巧か5通して付属①ス/ (ナで仮止めしまず。 


垂直偏波受信のとさを、同様に取り付けまず。 
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① 

防水キヤップ 
を切断ずる 

Q 


(D 

U ングをはさ 
んで締め付け 
る 



③ 

お線を切断ずる 



出ているお線 
び約2 mm に 
なるよつ I し 
ニツバで切断 
してください。 


(D 

防水キャップ 
を通す 

みみ 


④ 

先端を処理ず 



編組線- 
アル S 酒」 
絶縁体- 


( 4 ) 

U ングを通す 
1 


アンテナケーブル(市販品)の接続 


市販の同軸ケーブルと F 型接ををあらかじめ準備してい 
ただき au 下の要領でケーブルの両端に接栓をそれぞれ 
接続しまず。 

•同軸ケーブルはでさるだけ 4 C または已 C ケーブルの 
ご使用をお勧めしまず。接樹ホ同軸ケースレに適した 
F 型接ををご使用ください。 

•安全のため、接続終了までは接続ずる受信機器の電源 
プラグを抜いておいてください。 


防水キヤップ(付属品） ケーブル(市販品) 



使用するケーブルに適した F 型接检(市販品)を 
接続します。 


0アンテナケーブルに F 型接栓を接続ずる 


〇 XXX 

約2 mm 

sSw al®- 

お線び約 2 mm な線び巧びってお;線び短い な線び長い 
出てし VS いる 


•ケーブルの先端処理をずる場合、お線に傷をつけない 
よラにして<ださい。 

• お線と編組線び接触(タッチ）しないようにしてくださ 
い。 

• 先端び曲びっていたり、短かったりずると接触不良の 
原因となりまず。 

•設置した後で巧けたりしないよラに、同軸ケーブルの 
U ングはしっかりと締めてください。 


0アンテナ本体にアンテナケーブルを接続ずる 

( D 防水キャップを差し&む 


①アンテナの出力端テにケーブルの F 型接检を接続 
し、モンキーレンチで締め付ける 

(締付トルク：2 N - m ) 





アル/二道と編組線の間 



設置のしかた 


y 
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アンテナケーブル(市販品)の接続 (ごづを) 


0 アンテナか5のケーブルを屋内に引き込む 


エアコンの配管ダクトなどか5引き込む場合 




〇アンテナか5のケーブルを受信機器に接続ずる 


〈接続例〉 



•接続部は引っ張らないよラにかしたるませてください。 

• F 型接をを使用し、テレビのアンテナプラグは使用しないでください。 

• BS -1 10度 CS - IF 入力端テへは、接続しないでください。 
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アンテナの方向調整 


アンテナと受信機器の接続び終わつたら、送信局の方向へアンテナを調整してください。 

地上 ’ BS - 110度 CS デジタル八イビジョンチューナーなどの受信機器に接続している場合は、受信機器の取扱説明 
書を参照して地上デジタルのアンテナレベルを表おさせ、アンテナレベルび最大になる方向に調整してください。 


①ボルト A 、 己をゆるめまず。 
ボルト A ボルト B 




ボルト A 

/ JttJ レト己 


アンテナの方向調整ずるとさ 
は、取付金具に手をはさまない 
よラにこの位置を持って動か 
して < ださい。 


(D r 取付金具の位置図」を参考にして、アンテナ 
を左ちに動かし、受信レベルび最大になるよ 
ラに角度を調壁しまず。 


電波受信面- 




電波到来方向 
(受信方向） 

X ^ 




※受信レベルの表示は、 〈受信レベルの表示例> 


を a 52.I;8 l 大 60.1 

«a チホ/レ OOCH 


ご使用のチューナーや 
テレビの取扱説明書 
「アンテナ設定」などの 
項目をご覧 < ださい。 


④アンテナ側面び壁面か51.已 cmULh 離れ 
ていることを確認してください。 


ボルト A 



ボルト己 




(ま） 

1.已 cm じ(上離ず 


( 4 ) ボルト A •己をしっかりと締め付けまず。 


六角組ボルト ( Ml 0) 締付トルク:日〜10 N-r 


取付金具の位置図 


アンテナと取付金具を図のよラな角度で固定ずることで、 
アンテナをより安定させ、壁面からの突出びかない省スぺ 
ース設置びでさまず。 

真上か5見たときのアンテナと取付金具の角度 
水平偏波の場合 


日。 


左3ぴ 


左目ぴ 


こ ^ / / 


/ / / / 






0 ° 


ち30 ‘ 


ち曰ぴ 


垂直偏波の場合 

0。 




0 ° 


左1己 I 


左90, 



ち1已。 


方位ち調舊範囲 

水平偏波：左0~60度 
ち□〜60度 
垂直偏波：左〇〜9□度 
ち〇〜1已度 



電波到来方向 
(受信方向） 



マスト押さえ金具 

※マスト取り付け時は 
マスト押さえ金具の 
ボルトをゆるめて、 
マスト巧さえ金具か 
らアンテナまでの全 
体を回して角度調整 
することちでをます。 
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設置のしかた 


























































































































































































